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里見信生来 ・ 井原正昭帯 小豆島産のツJレポについて
N. SATOMI & !HARA, M. : Note on a form of Scilla scilloides from
Shodoshima Island, Kagawa Prefecture. 
昨秋（1962），里見は香川県小豆島！と旅行し， その際， 内海町坂手の碁石山登山道の路傍
（以下A 地と称す）と瀬戸附近の路傍（以下 B 地と称す） の 2 個所で得たツJレボはA地のも
のはshooting ／乙際し， 濃緑の葉を出しその基部が紫色であるのに対し， B 地のものは黄緑
の葉を出し生長が早い。 また気孔の大きさは B 地のものの方がA地のものより大であると
いうような差がみられるけれども， 植木秀幹・得居修両氏によって記載されたオニツJレボ




間）， 水洗（ I 時間）， IN-HC！でゆるやかに加水分解 50。C～60。Cのもとに60～ 100secふ
胎酸オルセインで固定染色〕
吾々の材料ではその核型はA地のものでは2n=35で芳賀・野田両氏のの報告する AABB
R＇.過剰染色体 F が 1 個加わって出来ている (Fig. I; Fig. 3 a, b）。 一方 B 地のものでは
2n=35で前者のように I 個の過剰染色体を有するAABBに似ているが， AAの内の 1 組 l乙
動原体がほぼ中央 lとある 1 本の最も長い染色体（乙れを仮 lζLとする） が， 一方の腕に二
次狭窄を持つ大きな染色体でおきかえられている (Fig. 2; Fig. 3 c, d）。 ζの 染色体は
形から考えてL Iζ対応するもので， もとはLそのものだったのが， 転座により， 二次狭窄
を持つ染色体になり， 核型が AAT BB十 I になったものでないかと思われる。
得居氏はオニツノレボの核型を 2n=34(AABB） と報告しておられるがめ， 吾々の材料は
以上述べたように ζ れと異なる新しい核型のように思われる。 そとでオニツJレボの Type
Locality である愛媛県北宇和郡日振島のものと同じものであるとする ζ とは出来ないが，
外観の全く似たζのようなものは瀬戸内海の島棋に分布していて， 種としてのツルボの染
色体構成が複雑であるというl例を示すものである。
場金沢大学理学部植物分類地Jfl1.学研究室 I) Journ. Jap. Bot. 29 : 93 ( J 954) 
2) La Kromosomo 27-28 : 948～955 (1956) 3) Journ. Jap. Bot. 30: 327 (1955) 
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